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特集「日本の引揚げを地球的文脈からみる」

企画趣旨

西　成彦

2016 年の末に朴裕河さんが『引揚げ文学論序説』（人文書院）を出された。第二次世界大戦が
終わって後の「日本人の引揚げ」に関しては，歴史学や社会学，国際政治学などの方面で徐々
に関心が高まりつつあるのだが，こと「引揚げ文学」に関しては，この朴裕河さんの本が出る
まで，だれ一人として，本格的な研究に着手し，それを世に問おうとする者はあらわれなかった。
同書が完成するプロセスのなかで，立命館大学国際言語文化研究所では，朴裕河さんをお招き
して実施した研究会の記録として，『立命館言語文化研究』第 24 巻 4 号に特集（比較植民地文
学研究の基盤整備「引揚者」の文学）を組み，その記録として「引揚げ文学に耳を傾ける」と
いう文章を掲載させていただいた（2013 年 3 月）。同論文は『引揚げ文学論序説』の「第Ⅰ部   

総論」をなす文章であって，この意味でも同書の刊行は，われわれにとっても感慨深いもので
ある。
そこで今回は日本学術振興会科研費・基盤研究（C）「比較植民地文学研究の新展開 --「語圏」 

概念の有効性の検証」（課題番号 15K02462 研究代表者：西成彦） および立命館大学国際言語文
化研究所の研究所重点研究プロジェクト「文化の移動と紛争的インターフェース」の共催とい
う形をとって，二日間にわたるシンポジウムを実施することになった。
当日，登壇いただいた方々からは，あらたに完成原稿を提出いただき，また後半の質疑応答
に関しても可能なかぎり当日の空気を再現できるよう気を配りながら再編集をおこなった。
朴裕河さんの書籍自体の新しさを浮き彫りにすると同時に，同書を基点として，各方面にお
ける「引揚げ研究」の高まり，深まりに通じるような新しい切り口がここに示せていたなら幸
いである。
以下は，イベントチラシに寄せた文章である―
《昨秋，朴裕河さんの『引揚げ文学論序説』（人文書院）が刊行されたことを受けて，下記の
イベントを企画いたしました。小さな研究会ではありますが，一般公開いたしますので，関心
をお持ちいただける方には，奮って，ご参加いただければと思います。／敗戦後の在外日本人
の「引揚げ」は，地球規模での人口移動の一部を構成するもので，日本史だけではなく，アジ
ア史，引いては世界史的な出来事でした。／東方ドイツ人の「追放」Vertreibungや，マグレブ・
フランス人の「本国送還」rapatriation などとの比較も念頭に置いた議論へと，最終的には持っ
ていきたいと思っています。》




